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第５章　基本方針及び導入機能
[bookmark: _Hlk124774535]５－１	基本コンセプト及び整備方針	
前提条件の整理を踏まえ、新たな体育館の基本コンセプトを次のように定める。
スポーツを楽しみ、夢を育み、交流を生み出す体育館




（１）整備方針
①町民が気軽にスポーツを楽しむ体育館
[bookmark: _GoBack]町民の誰もが使いやすく、レクリエーション、健康増進等に取り組むことができる体育館とします。整備にあたっては、利用者に優しいバリアフリー、ユニバーサルデザインに配慮します。
②町民がスポーツを観て夢を育む体育館
トップレベルの大会などを観戦することで、子どもたちの夢を育む場となる体育館とします。
③人が集まりにぎわいが生まれる体育館
運動、スポーツという機能に加えて、様々なイベントを行う場として整備を図り、人々の交流を促進し、地域の活性化に寄与する体育館とします。
④防災拠点としての役割をもつ体育館
災害時の避難施設として対応するなど、防災機能を備えた体育館とします。

５－２	導入機能の方向性	
アンケート及びヒアリング調査、策定委員会等の意見を踏まえ、諸室（導入機能）の方向性を下記の通り想定する。

	諸室等
	意見等
	
	整備の方向性

	アリーナ
	県大会、九州大会を開催できる規模としてほしい。
	
	・バスケットコート3面、バレーコート4面、バトミントンコート12面、卓球台30台以上、ハンドボール2面
・62ｍ×44ｍ

	
	太陽光を遮るカーテンが必要。
	
	・カーテンの設置または窓の配置検討

	
	天井・壁の色は白を避けてほしい。
	
	・天井の色、濃色検討

	
	硬すぎる床は避けてほしい。
	
	・床組みの上、仕上げ材を設置

	
	照度や照明の検討が必要。
	
	・必要照度の確保と位置検討

	
	壊れにくい壁・建具必要。
	
	・壁・建具の強度を考慮

	サブアリーナ
	県、九州大会を開催できる規模としてほしい。
	
	・バスケットコート1面を設置（アリーナ3面も含めて4コートで大会が出来る）

	観客席
	観客席が必要。
	
	・2階固定席1,000席程度客席を設置

	
	大会時に選手30名×16チーム＝480名、応援500名程度が座れる観客席が必要。
	
	

	
	横長より、すり鉢状の客席の方が見やすい。
	
	・客席形状を検討

	ランニングコース
	ランニングコースがあるとよい。
	
	・ギャラリーにランニングコースを設置

	トレーニング
ルーム
	体力づくりの健康器具が必要。
	
	・トレーニングルームの設置

	舞台
	大会時ステージは可動式で良い。
イベント時発表できる舞台がほしい。
	
	・ステージは可動式

	会議室
	研修などで会議室が必要。
	
	・会議室の設置（80名程度）
・鏡を設置する（ダンス用）

	器具庫
	広い倉庫が必要。
	
	・広く使いやすい器具庫を設置

	トイレ・シャワー
	トイレ、シャワー室が必要。
トイレは多く、各場所にほしい。
	
	・トイレ、シャワー室を設置

	空調設備
	空調設備必要。
熱中症対策が必要。
空調があれば県大会が誘致できる。
	
	・空調設備を設置

	駐車場
	選手バス、大会関係者、応援用（県大会300台＋バス16台以上必要）。
イベント（イベント来客500台必要、現在は学校グラウンド等からシャトルバスで対応）。
	
	・普通車500台程度・バス16台設置。不足する場合は公民館駐車場・高架下駐車場の利用を検討

	屋外イベント
広場
	屋根付き・人工芝広場が欲しい（プロサッカー交流イベント、フットサル、ペタンク）。キッチンカー。
	
	・広場を設置（屋根付きを検討）

	カフェ・レストラン
	地元の産業育成に寄与するようなチャレンジショップは面白い。
飲食施設があると整備後の維持管理も含め、集客が可能ではないか。
	
	・民間事業者のアイデアや市場性の有無を把握

	宿泊施設
	合宿が出来る施設があると良い。
	
	・宿泊施設検討（用途上の規制を確認）

	バリアフリー
	全ての人が利用しやすい体育館が必要。
	
	・バリアフリー、ユニバーサルデザインを考慮

	防災
	災害時の避難施設としての検討も必要。災害の備蓄は現状足りていない。
	
	・災害時における避難場所及び備蓄センターとしての役割を検討
・災害時の排水およびマンホールトイレの検討

	その他
	ウルトラマンを観光の目玉にするのはどうか。観光協会の移行、案内所の統合。
	
	・町の目玉ポイントの検討




５－３	敷地の設定
体育館の整備にあたっては、３－２ 敷地候補地の検討で示したとおり、黄金森公園区域に編入し、公園区域を拡大する必要がある。体育館及び駐車場と広場等の規模を考慮して、新たに約2.6haの土地を設定する。
[image: マップ

自動的に生成された説明]












画像 ©2023CNES/Airbus,Maxar Technologies,Planet.com


図Ⅴ-１　敷地の位置


	※敷地規模について
　　敷地規模は、以下の点を考慮して約2.6haと設定した。
○建築面積：6,500㎡程度
・バスケットボール公式戦対応コート4面（サブアリーナ含む）
・ハンドボール公式対応コート2面
・観覧席（固定席）1,000席
○駐車場：300台程度（既存を含め500台程度）
○広場、緑地等
・各種イベントの開催
・体育館との連携利用
・緩衝空間の形成
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第６章　施設整備計画
６－１	配置計画	
「第 ５ 章の５－３敷地の設定」で示した敷地において、本計画で整備する体育館、駐車場及び広場の配置について複数案を比較検討し、基本となる配置計画を想定する。

（1） 敷地概要
当該敷地は黄金森公園内の運動施設に隣接していることから施設間の連携を図ることで相乗効果が見込まれる。
敷地の概要を下図及び次頁の表に示す。
運動施設廻りの既存出入口（メインゲート）は町道288号線に有り駐車場へのアクセスについて課題がある。
配置計画案は出入口の位置を変更し、新規公園出入口から既存駐車場等までの通路を公園内通路とすることを前提条件とする。
[image: ダイアグラム, マップ
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※公園区域ラインの詳細は計画の進捗により精査する


図Ⅵ－１　敷地周辺図






	項　　目
	内　　容表Ⅵ－１　敷地概要


	区域区分
	都市計画区域_市街化調整区域

	農用地区域
	[bookmark: _Hlk127527053]公園拡大を想定する区域は農地・土地改良区
※公園拡大を想定する区域は農振白地区域とするよう手続きを行う

	防火地域
	指定なし

	その他地区
	「特定用途地区、風致地区、森林区域及び土砂災害警戒区域」の指定なし

	埋蔵文化財の有無
	保存を要する文化財無し

	接道
	町道49号線（幅員12ｍ）、町道5号線（幅員5ｍ）

	用地確保
	民有地、公衆用道路（南風原町所有）
事業認可後に取得の予定

	景観条例
	南風原町景観計画：「一般地区_田園地区（既存公園：森と緑の保全地区）」

	上水道
	公園拡大を想定する区域は上水道給水区域内
既存公園は町道25号線から引込有り
※関係機関と調整する

	下水道
	公園の拡大を想定する区域は下水道処理区域外
既存公園は下水道処理区域内
※関係機関と調整する

	電力
	既存公園内の高圧受変電設備を改修し高圧幹線を分岐して供給することを想定する

	通信
	町道49号線側から通信線を引き込むことを想定する

	公衆用道路
	公園の拡大を想定する区域の公衆用道路には電力柱有り
※関係機関と調整し移設を想定する

	隣地の高圧架空線
	公園の拡大を想定する区域の東側（敷地外）に高圧高架線有り
土地利用制限がある（建造物は送電線最外線既定の水平離隔距離を確保する）





（2） 敷地の高低差と体育館及び駐車場の関係性
本敷地は地面の高低差が約10ｍある（図Ⅵ－１ 敷地周辺図を参照）ことから、段差を利用した配置計画が合理的で有り、体育館と駐車場の関係性は概ね下図のような計画、あるいは二つの例の組合せ（駐車場を各階に配置する）が想定される。

[image: グラフ

中程度の精度で自動的に生成された説明]






図Ⅵ－２　体育館と駐車場の断面的な関係性




（3） 配置案比較表及び比較項目
体育館、駐車場及び広場の配置については、下記の5つの項目により比較検討を行い、各案の比較表を次頁に示す。
1）特徴
2）敷地の高低差と体育館出入口の関係
3）既存運動施設との連携
4）近隣への圧迫感
5）災害時の施設利活用



[bookmark: _Hlk125624771]表Ⅵ－２　配置計画比較表（１/２）
	
	配置案－Ａ
	配置案－Ｂ
	配置案－Ｃ

	配置イメージ
	[image: ダイアグラム

自動的に生成された説明]
	[image: ダイアグラム

自動的に生成された説明]
	[image: ダイアグラム, 概略図

自動的に生成された説明]

	特徴
	「体育館中央配置-１」
	「体育館道路側配置」
	「体育館南側配置-１」

	1）特徴
	道路側に駐車場を配置することで歩車分離しやすい計画となっている。
敷地南側に広場を配置し体育館との一体利用を図ることが可能。
	体育館を道路側に配置しシンボル性を高めると共に駐車場と広場の一体的な利用を図ることが可能。

	既存公園側に駐車場を配置することで歩車分離しにくい計画となっている。体育館西側に駐車場を配置し体育館との一体利用を図ることが可能。

	
	○
	○
	○

	2）敷地の高低差と体育館出入口の関係
	体育館の利用者用出入口を各階（アリーナ階、観覧席階）に設けることが可能（4-6断面計画を参照）。
	体育館の利用者用出入口を各階（アリーナ階、観覧席階）に設けることが可能（4-6断面計画を参照）。
	体育館の利用者用出入口は2階（観覧席階）となる。また、1階(アリーナ階)と南側駐車場は同一階となるので一体利用が可能。

	
	○
	○
	○

	3）既存運動施設との
連携
	体育館の利用者用出入口と既存運動施設が近接しているため連携しやすい配置となっている。
	体育館の利用者用出入口と既存運動施設が近接しているため連携しやすい配置となっている。
	体育館の利用者用出入口と既存運動施設が離れてしまうため、やや連携しにくい配置である。

	
	○
	○
	△

	4）近隣への圧迫感
	近隣への圧迫感が少ない。
	近隣住宅への圧迫感が大きい。
	近隣への圧迫感が少ない。

	
	○
	△
	○

	5）災害時の施設利活用
	利活用しやすい。
体育館と駐車場及び広場の一体利用が図りやすい。
	少し利活用しにくい。
駐車場に段差が生じるため物資の運搬に関して支障が生じる。
	少し利活用しにくい。
駐車場に段差が生じるため物資の運搬に関して支障が生じる。

	
	○
	△
	△



[bookmark: _Hlk126338713]表Ⅵ－３　配置計画比較表（２/２）
	
	配置案－Ｄ
	配置案－Ｅ
	配置案－Ｆ

	配置イメージ
	[image: ダイアグラム, マップ

自動的に生成された説明]
	[image: ダイアグラム

自動的に生成された説明]

	[image: ダイアグラム

自動的に生成された説明]

	特徴
	「体育館南側配置-２」
	「体育館中央配置-２」
	「公園拡大区域別案」

	1）配置の特徴及び動線
	体育館が駐車場に囲まれており一体利用がしやすい。
進入動線の改良により歩車分離の計画が可能。
	体育館を道路側に配置しシンボル性を高めると共に駐車場と一体的な利用を図ることが可能。
進入動線の改良により歩車分離の計画が可能。
	公園区域の拡大範囲が他の案と異なる。既存公園及び隣地との関係性も異なる事から、動線について、別途整理を要する。

	
	○
	○
	△

	2）敷地の高低差と体育館出入口の関係
	体育館の利用者用出入口を各階（アリーナ階、観覧席階）に設けることが可能（4-6断面計画を参照）。
	体育館の利用者用出入口が1階（アリーナ階）となる。
駐車場に面する出入口は１階のみである。
	広場は2階の高さとなるため、体育館と広場の一体利用が図りにくい。

	
	○
	△
	△

	3）既存運動施設との
連携
	体育館の利用者用出入口と既存公園施設が離れてしまうため、やや連携しにくい配置となっている。
	体育館の利用者用出入口と既存公園施設が離れてしまうため、やや連携しにくい配置となっている。
	体育館の利用者用出入口と既存公園施設が近接しているため連携しやすい配置となっている。

	
	△
	△
	○

	4）近隣への圧迫感
	近隣への圧迫感が少ない。
	近隣住宅への圧迫感が大きい。
	近隣への圧迫感が少ない。

	
	○
	△
	○

	5）災害時の施設利活用
	少し利活用しにくい。
広場は2階の高さとなるため、一体利用が図りにくい。
	利活用しやすい。
全ての駐車場がアリーナ階にあるため体育館と駐車場の一体利用が図りやすい。
	少し利活用しにくい
駐車場が２つのエリアに分かれているため物資の共有等に関して支障が生じる。

	
	△
	○
	△



（4） 配置案の総評
本計画の整備にあたっては、日常的な町民利用と大会・各種イベント開催の両方を考慮した配置計画が重要である。
「配置案－Ａ」では、新設の体育館と既存の運動施設を連携させ、さらに広場と体育館を一体的に利用することが計画されている。また、高低差のある敷地に対応し、新たに設置される駐車場から体育館の各階出入口までの動線も合理的に整理されている。計画地周辺環境への配慮や災害対応への充実には柔軟性が重要となるが、この点においても「配置案－Ａ」は他の案よりも優れていると考えられる。
[bookmark: _Hlk127817128]以上を踏まえ、「配置案－Ａ」が他の案に比べて最もバランスの良い評価となることから、体育館、駐車場及び広場の配置計画は「配置案－Ａ」を想定する。


· 

６－２	必要諸室と規模の検討	

第５章で設定した基本コンセプトや整備の方向性を踏まえ、新たな体育館における必要諸室と規模を以下のように想定する。

（１）スポーツ施設
① メインアリーナ
· 床面積は公式戦のバスケットボールコート（28ｍ×15ｍ）3 面配置を基本とする 2,745 ㎡程度（61ｍ×45ｍ）とする。
· 主な競技の公式コート規格は下記のとおりである。
· 天井の高さは、日本バレーボール協会主催試合の規格である「コートの表面から 12.5ｍ以上」を確保する。
· [bookmark: _Hlk125450513]防護ネットを設けるなど、多様な競技の使用ができるよう配慮する。
· スポーツ大会や各種イベント開催に対応できるよう、床面の耐荷重に配慮する。
· 車いすバスケット等の障がい者スポーツにも対応できる床等も検討する。
· 競技種別ごとのコートコート数等は下表を参考に今後検討を行う。
　　
表Ⅵ－４　メインアリーナの競技種別コート数案
	競技種別
	公式コート
規格
	コート周辺の余地
	確保可能
コート数

	バスケットボール
	28ｍ×15ｍ
	境界線から障害物まで5ｍ以上を推奨
隣接コートの感覚は7ｍ以上を推奨
	３面

	ハンドボール
	40ｍ×20ｍ
	サイドラインに沿って幅 1ｍ以上
ゴールラインの後方に幅 2ｍ以上
	２面

	バレーボール6人制
	18ｍ×9ｍ
	サイドラインから 5ｍ以上
エンドラインから 8ｍ以上
	６面

	バレーボール9人制
	21ｍ×10.5ｍ
	サイドラインから 5ｍ以上
エンドラインから 8ｍ以上
	４面

	バドミントン
	13.4ｍ×6.1ｍ
	各辺 2ｍ以上
	１４面

	卓球
	2.74ｍ×1.525ｍ
	競技領域は 14ｍ×7ｍ
	１８面




· [bookmark: _Hlk126339144]メインアリーナのコートレイアウト案
· 公式戦対応可能なバスケットボールコート３面、ハンドボールコート２面が確保できる。
· 安全上、機能上から必要となる余地はルールで定められていないことが多い。計画上の配慮を要する。例）下図の※２、※３
[image: ダイアグラム, 設計図
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□ 留意事項
１．余地部分の寸法は競技関係者に確認を要する。安全性、機能性、快適性のバランスに配慮する。
２．バスケットボールコートにおける余地の計画における配慮は概ね下記の通り。
※１：ゆとり有り。5ｍ以上が望ましい。（出典：2024年国民体育大会佐賀県準備委員会）
3ｍ以上で計画している事例が多い。
※２：ゆとり無し。7ｍ以上が望ましい。（出典：2024年国民体育大会佐賀県準備委員会）
※３：ゆとり無し。3ｍ以上が望ましい。（出典：2024年国民体育大会佐賀県準備委員会）
２．バスケットボールコートにおける余地の計画における配慮は概ね下記の通り。
３．コートはチームベンチに座っている人を含むすべての障害物から2ｍ以上離れていなければならない。
（公財）日本バスケットボール協会「バスケットボール競技規則」から引用。
図Ⅵ－３　メインアリーナのコートレイアウト案


② サブアリーナ
· 床面積は公式戦のバスケットボールコート（28ｍ×15ｍ）１面配置を基本とする 735 ㎡程度（35ｍ×21ｍ）とする。
· 天井高さは、日本バスケットボール協会主催試合の規格である「コートの表面から 10.5ｍ以上」を確保する。
· 各種仕様はメインアリーナに準じる。

③ トレーニングルーム
· 日常の健康づくりの場として、トレーニングマシン（各種有酸素，無酸素運動等）やストレッチ運動ができるスペースを確保する。

④ 観覧席
· 2 階観覧席は、これまでの利用実績等を踏まえ、試合の応援、選手の控席として1,000 席程度を確保する。
· [bookmark: _Hlk125449796]車いす使用者用の席は『沖縄県福祉のまちづくり条例』に定められた席数以上を設置し、当該席までの動線やトイレの位置、同伴者席の設置などに配慮した計画とする。(沖縄県福祉のまちづくり条例:固定式観覧席総数の1/200以上を車いす使用者用の席とする。)
· 観覧席の段床は、『沖縄県建築基準法施行条例』の定めに従い、幅80cm以上、高さ50cm以下で計画する。

⑤ ランニングコース
· 屋内でランニングをできるスペースを確保する。
· スポーツ観戦や各種イベントの開催時は、観覧席への利用者動線を兼ねるので床材の仕様に配慮する。

（２）研修施設
①会議室
· 競技団体を中心に様々な団体が、研修や会議等に活用できるよう計画する。会議時は最大80名程度の利用を想定する。
· スポーツ大会や各種イベント開催時には、大会本部や関係者控室としても活用する。
· エアロビクス、ヨガ、ダンス等の利用も想定し、大型鏡や音響設備などの整備を検討する。

（３）共用部
①エントランスホール、ラウンジ
· 明るく開放的でゆとりある空間とする。スポーツ大会や各種イベント開催時の利用者の安全な入退場や、選手の集合場所として活用できるよう十分なスペースを確保する。
· スポーツ大会や各種イベント開催時の混雑緩和及び緊急時の円滑な避難のため、屋外階段から直接 2 階観覧席へ出入りできる動線を確保する。
· ラウンジは、自動販売機、売店、イス、テーブルなどを配置し軽食をとることができるスペースや、各種情報などを掲示した交流スペース等を検討する。
②更衣室・シャワールーム
· メインアリーナやサブアリーナなど各室の位置に配慮し、適正な規模で計画する。
· 着衣のほかスポーツ用具等を収納できるロッカーを設置するなど誰もが使いやすいように配慮する。
· 更衣室にパウダーコーナーの設置を検討する。

③トイレ
· 明るく清潔な空間となるよう計画する。
· 全ての利用者がアクセスしやすい配置とする。
· スポーツ観戦やイベント開催時の集中利用に対応できるよう，各階 3 室程度に分散し、『沖縄県興行場の基準等に関する条例』で定められた必要便器数を設置する。(沖縄県興行場の基準等に関する条例: 観覧席の床面積が300㎡を超え600㎡以下の場合、12個＋（床面積－300㎡）につき35㎡ごとに１個以上の便器数を設置する。観覧席の床面積が600㎡を超え900㎡以下の場合、20個＋（床面積－600㎡）につき45㎡ごとに１個以上の便器数を設置する。便器数は男性用便器と女性用便器数の合計を示し、男性用便器と女性用便器は、原則として同数で計画する。)
· 乳幼児連れの利用者に配慮し、乳幼児用のいす、オムツ交換ベッド等を適宜設置する。(沖縄県福祉のまちづくり条例:1以上の便房に乳幼児用のいす、オムツ交換ベッドを設置する。)

（４）管理施設
①事務室
· 管理機能を集約した役割を担うため、全体の諸室配置や、利用者、管理者及び関係者の動線などを考慮して、エントランスホールに隣接した位置に配置する。
· エントランスホールに隣接して受付コーナーを設ける。
· 原則、利用者は当該事務室の受付を経て、各種機能を利用するような動線計画とする。

②医務室
· 管理機能との連携を図るため、事務室に隣接して配置する。

③器具庫
· メインアリーナ及びサブアリーナに隣接する場所に設置し、スポーツ器具の収納に必要な広さを確保する。対応競技の追加や器具の追加など、必要に応じ将来対応スペースの要否を検討する。
· アリーナの分割貸出の場合でも、器具の搬出入が安全で効率よく行えるよう配置を工夫する。
· 折り畳み式バスケットボールゴールなど、器具の大型化や多様化に対応できるよう開口部の幅、高さはゆとりをもった計画とする。
· 屋外からの機材運搬搬入路を確保する。


④倉庫
· 会議室に隣接する場所に設置し、会議や研修に使用する什器、備品などの収納に必要な広さを確保する。
· 関係者用出入口に隣接する場所に設置し、スポーツ大会や各種イベント開催時に使用する什器、備品などの収納に必要な広さを確保する。

⑤機械室
· メンテナンスや将来の設備機器更新を考慮し、機器の搬出入が容易な位置に配置する。

⑥災害備蓄倉庫
· 『南風原町地域防災計画』に則し、災害時の応急対策のための必要な物資（食料、医薬品及び生活必需品など）を十分備蓄できるスペースを確保する。
· アリーナだけでなく駐車場及び広場とも連携が図れるよう屋外に面した位置に配置する。
· 南風原町地域防災計画における当該施設の位置付けは今後精査が必要となる。

（５）交流施設
①カフェ、レストラン
· 集客に寄与する機能として、今後導入を検討する。
· 屋外から直接出入りする動線を確保するなど、運営上に配慮した配置を検討する。

②宿泊施設
· 公園施設の利活用を補強する機能として、今後導入を検討する。




６－３	構成施設の相関関係	
諸室（導入機能）の方向性に基づき、各機能の相関図を以下に整理している。
スポーツを”する””観る””支える（育てる）”に配慮してゾーニングしている。
[image: ]




























　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: ]留意事項
※１：別棟または同一建物内が想定し得る。
※２： 　　　〃
※３：上図〈災害時の連携〉を示す。災害時の動線計画
　（誘導（避難者⇔担当者））は整理を要する。 

図Ⅵ－４　施設構成案相関図

６－４	平面計画	
· バスケットボール３面(１階)+１面(２階)、計４面（公式戦対応）を確保する。
· ハンドボールコート２面（公式戦対応）を確保する。
· 観客席（固定）は1,000席を確保する。
· 延床面積は約8,000㎡程度を想定する。
· アリーナは広場との連携を図ることを想定する。
[bookmark: _Hlk125620782][image: グラフ が含まれている画像
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図Ⅵ－５　各階平面イメージ図
（具体の計画案を示すものではなく、想定される導入機能のイメージを示している）

６－５	断面計画	
· 敷地は、現状で高低差が約10ｍとなっている。高低差を活用した駐車場計画も可能である。
· 高低差を活用した駐車場からは、エレベーターを利用せずに施設内に出入りする計画も可能である。

[image: 座る が含まれている画像
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図Ⅵ－６　体育館断面イメージ(模型写真)－１



[image: 屋内, テーブル, ケーキ, 座る が含まれている画像
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図Ⅵ－７　体育館断面イメージ(模型写真)－２



□ 留意事項
１．断面模式図は各階の出入口と外構部分の高さ関係のイメージを表現している。
２．高さ関係はおおよそのものである。
６－６	外構計画	
屋外外構は周辺住宅等への配慮及び既存施設との連携を図り以下の事項を考慮して計画する。

（1） 駐車場計画
黄金森公園は、自家用車による来場が多く、様々な大会の開催時には、駐車場が不足することから、駐車場は、可能な限り広く計画するとともに、利用者の利便性や安全性に配慮し、既存駐車場との連携も含め、歩行者と車両の動線に配慮した計画とする。 
また、大型バスの乗降や荷物の積み下ろしができるスペース、車いす利用者の方の乗降に配慮した専用の駐車スペースを整備する。
駐車台数は、黄金森公園全体で約500台程度（既存：約210台、新設体育館：約300台）を確保することを想定している。台数は、本業務で実施した各種関係者へのヒアリング、スポーツ大会や各種イベント開催時の利用実績等及び下記の参考算定式を踏まえ、総合的に判断している。
参考算定式：1,000人×0.8(車利用率)÷2.5（人/台）＝320台
　　※車利用率は「造園ハンドブック 日本造園学会編」から引用
[image: ダイアグラム
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図Ⅵ－８　黄金森公園 新体育館駐車場配置案


（2） 緑地・広場
敷地内には、植栽など緑地帯を設け景観に配慮するほか、小さな子どもをつれた家族でも、体育館施設利用以外に活用できるよう、市民の交流、憩い・やすらぎ場となるスペースを確保し、誰でも気軽に利用できる施設づくりを目指す。
スポーツ大会や各種イベント開催時は臨時駐車場として利用が可能となるよう配慮し、災害時への対応も検討していく。

（3） 雨水排水計画
敷地は現状が農地である。体育館を新設するに当り雨水の地下浸透率が下がることが想定されるため雨水排水計画が重要となる。敷地外への雨水排水については調整地の設置や雨水貯留施設を活用した時間差放流などの検討が必要となる。

第６章　施設整備計画
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第７章　概算事業費等の算出
７－１	概算事業費等	

[bookmark: _Hlk124790813]（１）概算事業費
・体育館整備に係る概算事業費は、約53億円。
・概算事業費は、現時点で想定される金額であり確定したものではない。

表Ⅶ－１　概算事業費内訳書
	[bookmark: _Hlk126914076]項　目
	概算費（税込）

	建設工事費
	本体工事費
	約41.60億円

	
	　　　　　　　　　　　　　　　小計
	約41.60億円

	[bookmark: _Hlk126914058]造成・
外構工事費
	造成費
	約2.53億円

	
	外構工事費
	約1.06億円

	
	　　　　　　　　　　　　　　　小計
	約3.59億円

	設計・監理
業務費
	建築設計費
	約1.97億円

	
	建築工事監理費
	約0.87億円

	
	造成設計費
	約0.34億円

	
	造成工事監理費
	約0.06億円

	
	外構設計費
	約0.20億円

	
	外構工事監理費
	約0.05億円

	
	　　　　　　　　　　　　　　　小計
	約3.49億円

	調査業務費
	 土質調査業務費
	約0.14億円

	
	 測量調査業務費
	約0.07億円

	
	　　　　　　　　　　　　　　　小計
	約0.21億円

	用地取得費
	 民有地取得費
	約3.90億円

	
	　　　　　　　　　　　　　　　小計
	約3.90億円

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計
	約52.79億円






















※１スポーツ機器費及び遊具費は含まない。
※２什器備品費は含まない。
※３不発弾磁気探査調査費は含まない。
※４構内進入路新設及び既存進入路跡整備費は含まない。
※５建設工事費は類似施設の工事費を参考に単位面積当たりの建設費を設定し原案の概略面積を乗じて算出している。
※６設計業務費は国土交通省告示第98号及び平成31年官庁施設の設計業務等積算基準・要領により算定している。
※７土質調査の結果、杭を要する場合、上記の金額に杭工事費の加算を要す。


（２）財源等
・体育館整備に係る財源の支援等は、「社会資本整備総合交付金」などの補助事業の活用を想定する。

	
	交付金等
	補助率

	①
	社会資本整備総合交付金
	1/2

	②
	沖縄振興特別推進交付金
	8/10









（３）収支計画の検討
・収支計画は、近接市（A市）の事例を参考に検討を行う。
・指定管理者による管理を行うことを想定した収支計画とする。
・体育館の規模（延床面積）は、約8,000㎡とする。
・収支計画は、現時点で想定される金額であり確定したものではない。

①収支の算定
・A市を参考に年間の収入を算定すると3,020万円となる。

	利用料金
	2,310万円

	自主事業収入
	520万円

	その他収入
	190万円

	　　計
	3,020万円・・・・①



②指定管理料
・A市の事例を参考すると指定管理料は4,580万円となる。
・指定管理料は、町が負担して指定管理者に支払う。

	指定管理料
	4,580万円・・・・②
	町が負担



③支出の算定
・A市の事例を参考に年間の支出を算定すると7,450万円となる。

	支出
	7,450万円・・・・③
	人件費、水道光熱費、委託料等



・上記より、収入から支出を差し引くと年間150万円の黒字となる。
（①収入＋②指定管理料）－③支出＝150万円
・また、収入についてはネーミングライツ料や広告収入なども想定され、これらは町の収入となる。
第７章　概算事業費等の算出
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2
第８章　費用便益の算出
８－１	費用便益分析の概要	
黄金森公園の新体育館整備に伴う費用便益分析を、「改定第4版大規模公園費用対効果分析手法マニュアル平成29年4月（国土交通省、平成30年8月一部改訂）」に基づいて、検討する。
体育館を整備することで直接的に生じる価値と間接的に生じる価値を便益（Benefit）として算定し、費用（Cost）（用地費、施設費、維持管理費）と比較を行った。
※次頁の「費用便益分析の手順」参照

（１）算出条件
・公園区域の面積：体育館の敷地として新たに2.6haを確保。公園区域面積は23.1ha（現状20.5ha+新規2.6ha）。
・体育館の規模（延床面積）：8,000㎡
・体育館の供用開始時期：2028年度
・誘致圏：黄金森公園から10km圏内の市町村を誘致圏とする。（八重瀬町、豊見城市、那覇市、西原町、与那原町、南城市、糸満市、浦添市、宜野湾市、中城村）

（２）分析結果
費用便益分析の結果、B/Cは1.38であり、1を超えていることから、本体育館の整備は妥当だと考えられる。

	便益額（現在価値）
B
（百万円）
	直接利用価値
	9,793

	
	間接利用価値（環境）
	957

	
	間接利用価値（防災）
	1,181

	
	計
	11,931

	費用（現在価値）
C
（百万円）
	用地費
	456

	
	施設費
	5,720

	
	維持管理費
	2,442

	
	計
	8,618

	費用便益比（B/C）
	1.38


※参照：（86頁）表Ⅷ-32　便益・費用便益比




[image: テキスト
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図Ⅷ-１　費用便益分析の手順




８－２	費用便益の算出	
費用便益算定については、「改定第4版 大規模公園費用対効果分析手法マニュアル平成29年4月（国土交通省、平成30年8月一部改訂）」に基づき算定する。
同マニュアルに基づき、直接利用価値と間接利用価値を計測対象とし、直接利用価値を「旅行費用法」、間接利用価値を「効用関数法」により算出する。

表Ⅷ-１　公園整備によって生じる価値の体系
	価値分類
	意味
	機能
	価値の種類（例）

	利用
価値
	直接利用価値
	直接的に公園を利用することによって生じる価値
	健康・レクリエーション空間の提供
	健康促進

	
	
	
	
	心理的な潤いの提供

	
	
	
	
	レクリエーションの場の提供

	
	
	
	
	文化的活動の基礎

	
	
	
	
	教育の場の提供

	
	間接利用価値
	間接的に公園を利用することによって生じる価値
	都市環境
維持・改善
	緑地の保存

	
	
	
	
	動植物の生息・生育環境の保存

	
	
	
	
	ヒートアイランド現象の緩和

	
	
	
	
	気候緩和

	
	
	
	
	二酸化炭素の吸収

	
	
	
	
	騒音軽減

	
	
	
	
	森林の管理・保全、荒廃の防止

	
	
	
	都市景観
	季節感を享受できる景観の提供

	
	
	
	
	都市形態規制

	
	
	
	都市防災
	洪水調整

	
	
	
	
	地下水涵養

	
	
	
	
	災害応急対策施設の確保
（貯水槽、トイレ等）

	
	
	
	
	強固な地盤の提供

	
	
	
	
	火災延焼防止・遅延

	
	
	
	
	防風・防潮機能

	
	
	
	
	災害時の避難地確保

	
	
	
	
	災害時の救援活動の場の確保

	
	
	
	
	復旧・復興の拠点の確保

	
	オプション価値
	現在は利用しないが、将来の利用を担保することによって生じる価値

	非利用価値
	存在価値
	公園が存在することを認識すること自体に喜びを見いだす価値

	
	遺贈価値
	将来世代に残す（将来世代の利用を担保する）ことによって生じる価値


出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

表Ⅷ-２　公園整備による価値の計算手法
	手　法
	概　要

	旅行費用法
（TCM：Travel Cost Method）
	「公園利用者は、公園までの移動費用をかけてまでも公園を利用する価値があると認めている」という前提のもとで、公園までの移動費用（料金、所要時間）を利用して公園整備の価値を貨幣価値で評価する方法

	効用関数法
（Utility Function Method）
	「公園整備を行った場合と行わなかった場合の周辺世帯の持つ望ましさ（効用）の違い」を貨幣価値に換算することで公園整備を評価する方法


出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）


（１）算定の流れ
先に示したとおり、直接利用価値を「旅行費用法」、間接利用価値を「効用関数法」により算定するが、町内においては、公園を利用することにより得られる「直接利用価値」と、公園は利用しないが公園があることにより得られる「間接利用価値」を計測する。町外においては、公園を利用することにより得られる「直接利用価値」のみを計測する。
算定にあたっては、「誘致圏・ゾーンの設定」「競合公園の設定」「経路長の設定」等を整理する。

（２）必要データの設定
①誘致圏・ゾーンの設定
大規模公園費用対効果分析手法マニュアルでは、公園種別により誘致圏を以下のように設定している。

[bookmark: _Hlk120383420]表Ⅷ-３　公園種別距離別累積利用率
	
	5km未満
	5～10km
	10～20km
	20～50km
	50～100km
	100km以上

	総合公園
	66.0%
	83.0%
	90.8%
	95.2%
	96.8%
	100.0%

	運動公園
	53.0%
	75.3%
	89.3%
	96.4%
	98.4%
	100.0%

	広域公園
	39.5%
	53.6%
	65.6%
	82.3%
	89.8%
	100.0%

	国営公園
	7.4%
	15.7%
	32.6%
	58.5%
	77.4%
	100.0%


出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

黄金森公園は、総合公園であること、今回の対象が体育館であることを考慮し、黄金森公園から10km圏内に位置する市町村、「八重瀬町」「豊見城市」「那覇市」「西原町」「与那原町」「南城市」「糸満市」「浦添市」「宜野湾市」「中城村」を検討対象ゾーンとして設定する。

表Ⅷ-４　検討対象ゾーン
	[bookmark: _Hlk120456580]ゾーン
	市町村
	体育館が整備されている総合公園あるいは運動公園

	ゾーン1
	南風原町
	

	ゾーン2
	八重瀬町
	東風平運動公園

	ゾーン3
	豊見城市
	豊崎総合公園

	ゾーン4
	那覇市
	奥武山公園（武道館）

	ゾーン5
	西原町
	西原運動公園

	ゾーン6
	与那原町
	－

	ゾーン7
	南城市
	－

	ゾーン8
	糸満市
	西崎運動公園

	ゾーン9
	浦添市
	浦添運動公園

	ゾーン10
	宜野湾市
	宜野湾海浜公園

	ゾーン11
	中城村
	－




②競合公園の設定
黄金森公園に近接して、体育館が整備されている東風平運動公園を競合公園として設定する。

③経路長の設定
経路長については、ゾーンの起点を南風原町役場として道路距離を算出する。
○南風原町役場⇔黄金森公園　約2.0km
○南風原町役場⇔東風平運動公園　約4.1km


[bookmark: _Hlk123833722]（３）費用便益算定の計測
直接利用価値の計測については、下記のデータにより算出する。
○魅力値の算出
○旅行費用の算出

①魅力値算出
公園の魅力値については、公園施設の利用者容量（人）で表す。施設規模を用いて、次ページの「■公園施設規模から魅力へ変換するための原単位」で示す利用者原単位を考慮し、機能ごとの魅力値を算出する。
算出した数値を公園の魅力分類である「自然・空間系の魅力」「施設系の魅力」「文化活動系の魅力」ごとに合算することで公園の魅力値を算出する。

表Ⅷ-５　公園の魅力値の算出の考え方（計算例（体育館））
	整備規模
	1,000㎡

	単位時間当たりキャパシティ
	11人/（14×24）㎡

	利用可能時間
	8時間

	滞留時間（サイクル）
	2時間/サイクル

	式：公園魅力値＝整備規模×単位時間当たりのキャパ×利用時間÷滞留時間/サイクル

	公園魅力値
	212人/日


※1,000㎡÷（11人÷14ｍ×24ｍ）×8時間÷2時間/サイクル


表Ⅷ-６　公園施設規模から魅力へ変換するための原単位
出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

[image: ]









②黄金森公園及び競合公園の魅力値

表Ⅷ-７　黄金森公園　魅力値
	
	部分供用
	全体供用

	広場（多目的広場・芝生広場）
	22,875 
	22,875 

	テニスコート
	96 
	96 

	野球場（野球・ソフトボール等）
	72 
	72 

	陸上競技場
	2,616 
	2,616 

	体育館
	
	1,697 

	ゲートボール場
	160 
	160 

	　
	
	

	自然系の魅力
	22,875 
	22,875 

	施設系の魅力
	2,944 
	4,641 

	文化活動系の魅力
	12,327 
	12,327 



表Ⅷ-８　東風平運動公園　魅力値
	
	部分供用
	全体供用

	広場（多目的広場・芝生広場）
	5,500 
	5,500 

	体育館
	479 
	479 

	陸上競技場
	3,822 
	3,822 

	野球場（野球・ソフトボール等）
	72 
	72 

	　
	　
	　

	自然系の魅力
	5,500 
	5,500 

	施設系の魅力
	4,373 
	4,373 

	文化活動系の魅力
	0 
	0 



③旅行費用算出の考え方及び算出方法
設定した各ゾーンと黄金森公園と競合公園の旅行費用を以下の考え方の下に算出する。

	旅行費用＝交通機関別旅行費用×交通手段利用率+公園利用料金


※ここでは、公園の利用料金は考慮しない。

ア）交通機関別旅行費用
交通機関別旅行費用は、以下の式で算出する。
	各交通機関別旅行費用＝交通機関別所要時間×時間価値+交通機関別移動費用




イ）所要時間の算出
所要時間は以下の速度を用いて算出する。

表Ⅷ-７　移動手段別移動速度（km/h）または計算方法
	手段
	速度（km/h）
	備　考

	徒歩
	4.8km/h
	男性の平均歩行速度：86.3m/分
女性の平均歩行速度：72.1m/分
（出典；阿久津邦男、歩行の科学、不昧堂出版、1975）を用いて単純平均したもの

	自転車
	9.6km/h
	歩行速度の2 倍を想定

	自動車
	一般道路
30km/h
	路線間等で実績値が分かっている場合は、その値をそのまま利用する事とする。


出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

ウ）移動費用の算出
移動費用は、以下の考え方で設定する。

表Ⅷ-８　移動費用の算出方法
	交通手段
	考え方

	徒歩、自転車
	無料

	自動車
	燃費10km/ℓ、ガソリン単価159.6 円とした場合の移動単価を利用。
移動距離当たり16円/kmとして算出する。
高速道路を利用して所要時間を算出している場合は、高速料金も加える。
ただし、15 歳未満については、移動費用を計上しない。


[bookmark: _Hlk120440724]出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

エ）時間価値の設定
時間価値は、以下の数値とし、年齢階層によらず一律36.60円/分を用いる。

表Ⅷ-９　時間価値
	
	総実労働時間
（時間／月）
	現金給与総額
（円／月）
	時間価値
（円／時間）
	時間価値
（円／分）

	全国平均
	143.7
	315,590
	2,196
	36.60


出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

オ）交通手段利用率
交通手段利用率については、下記の大規模公園費用対効果分析手法マニュアルの選択率を基本として、14歳未満は家族で行動するものとし、年齢区分30～49歳と同じ選択率とする。

表Ⅷ-10　年齢区分別の交通手段選択率
	年齢区分
	対象年齢
	徒歩
	自転車
	鉄道
	自動車
	合計

	年齢1
	15～19歳
	9.13％
	32.70％
	25.48％
	32.70％
	100.00％

	年齢2
	20～29歳
	6.88％
	11.46％
	20.97％
	60.70％
	100.00％

	年齢3
	30～49歳
	6.27％
	8.94％
	10.38％
	74.41％
	100.00％

	年齢4
	50歳以上
	10.48％
	9.32％
	14.56％
	65.65％
	100.00％


出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

表Ⅷ-11　年齢区分別の交通手段選択率
	年齢区分
	対象年齢
	徒歩
	自転車
	鉄道
	自動車
	合計

	年齢1
	15～19歳
	0％
	50.00％
	0％
	50.00％
	100.00％

	年齢2
	20～29歳
	0％
	15.88％
	0％
	84.12％
	100.00％

	年齢3
	30～49歳
	0％
	10.73％
	0％
	89.27％
	100.00％

	年齢4
	50歳以上
	0％
	12.43％
	0％
	87.57％
	100.00％


※徒歩及び鉄道による移動は無しとして設定

表Ⅷ-12　徒歩・自転車移動の移動可能な距離
	移動距離
	利用可能な移動手段

	0 km～1 km
	すべての移動手段が利用可能

	1 km～3 km
	徒歩以外の移動手段が利用可能

	3 km～
	徒歩・自転車以外の移動手段が利用可能


出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

④旅行費用の算出
前述の考え方、算出方法を踏まえて、公園間及びゾーンの旅行費用は下記のとおりとなる。

表Ⅷ-13旅行費用（黄金森公園）
	年齢区分
	対象年齢
	旅行費用（円）
※南風原町役場⇔黄金森公園

	年齢1
	15～19歳
	609円

	年齢2
	20～29歳
	400円

	年齢3
	30～49歳
	369円

	年齢4
	50歳以上
	379円




表Ⅷ-14　旅行費用（東風平運動公園）
	年齢区分
	対象年齢
	旅行費用（円）
※南風原町役場⇔東風平運動公園

	年齢1
	15～19歳
	1,590円

	年齢2
	20～29歳
	1,114円

	年齢3
	30～49歳
	1,042円

	年齢4
	50歳以上
	1,065円



表Ⅷ-15　ゾーン別旅行費用
	　
	年齢1
	年齢2
	年齢3
	年齢4

	八重瀬町
	823円
	761円
	751円
	754円

	豊見城市
	1,011円
	1,076円
	1,086円
	1,082円

	那覇市
	1,091円
	1,211円
	1,229円
	1,223円

	西原町
	948円
	971円
	974円
	973円

	与那原町
	725円
	596円
	576円
	582円

	南城市
	1,028円
	1,106円
	1,117円
	1,114円

	糸満市
	1,474円
	1,856円
	1,914円
	1,895円

	浦添市
	1,510円
	1,916円
	1,977円
	1,957円

	宜野湾市
	1,590円
	2,051円
	2,121円
	2,098円

	中城村
	1,430円
	1,781円
	1,834円
	1,817円


　











⑤需要推計
需要推計については、下記の手順・モデルを利用する。

[image: ]○各ゾーンの公園別利用選択率の算出

[image: ]表Ⅷ-16　旅行費用パラメータ値
出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）
[image: ]
出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

[image: ]○一人当たり都市公園需要量（一人当たり年間利用回数）推計

表Ⅷ-17　旅行費用パラメータ値[image: ]
出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）
[image: ]○ゾーン全体需要（総年間利用回数）推計

出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

[image: ]○ゾーン別個別公園の需要（総年間利用回数）推計

出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）


表Ⅷ-18　[image: ]黄金森公園の総年間利用回数















（４）間接利用価値の計測
[bookmark: _Hlk123834228]①公園データの設定
緑地面積、広場面積、防災拠点の有無を用いて間接利用価値を計測する。

表Ⅷ-19　緑地・広場に含まれる例
	項目
	例

	緑地
	樹林地・草地（芝生広場等、広場として利用可能なものは除く）
庭園・花壇・水面（湖沼・池・滝・流れ）

	広場
	広場（多目的広場・芝生広場等）
グラウンド（陸上競技場・サッカー場・ラグビー場・野球場等）


[bookmark: _Hlk120447407]出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

②効用値の計算
対象ゾーン及びその世帯がそれぞれの対象公園や競合公園に対して持つ効用値を以下の式を用いて計測する。

	全体の効用値
	a1×（（緑地面積+広場面積）の平方根）＋
a4×（ゾーンから公園までの距離）2＋
a5×（防災拠点機能の有無（有:1、無:0））

	環境の効用値
	a2×（（緑地面積）の平方根）＋
a4×（ゾーンから公園までの距離）2＋

	防災の効用値
	a3×（広場面積の平方根）＋
a4×（ゾーンから公園までの距離）2＋
a5×（防災拠点機能の有無（有:1、無:0））



表Ⅷ-20　パラメータ値
	
	全体
	環境
	防災

	a1緑地面積+広場面積()
	0.0234962
	－
	－

	a2緑地面積()
	－
	0.1134198
	－

	a3広場面積()
	－
	－
	0.0526422

	a4距離（km×km）
	-0.0006795
	-0.0011004
	-0.0007343

	a5防災拠点機能
	0.6070674
	－
	0.4713709


出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）

③間接利用価値の便益の算定
大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）における効用関数は世帯における関数であり、間接利用価値は、整備対象とする公園からの距離に応じた世帯の支払意思額を算出することとなる。これらを各価値の及ぶ範囲内で合計した和が公園の価値になる。
具体的な手順は以下のとおりである。


　　　○対象公園が無い時の個々の世帯の満足度：So
　　　　So=ln｛1+exp（競合公園1の効用値）+exp（競合公園2の効用値）+･････
　　　　　　　　+exp（競合公園nの効用値）｝

　　　○対象公園がある時の個々の世帯の満足度Sw…
　　　　Sw=ln｛exp（対象公園の効用値）+expSo｝

　　　○対象公園に対する個々の世帯の単年度便益額
　　　　ゾーン内の個々の世帯の単年度便益額=（Sw－So）/a6×12ヶ月


表Ⅷ-21　パラメータ値
	
	全体
	環境
	防災

	a6負担金(円/月)
	0.0004354
	0.0007764
	0.0005315


出典：大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省）


（５）費用便益の算定
前項までの考え方や費用便益算出に必要な数値等を踏まえて、以下のとおり費用便益を算定する。
※大規模公園費用対効果分析手法マニュアルの様式を掲載する。

表Ⅷ-22　検討対象公園
	公園名
	黄金森公園

	住所
	南風原町字宮平718番地の1

	使用年度
（予定）
	部分供用
	2001年

	
	全体供用
	2028年

	種別
	総合公園

	施設魅力値
	
	部分供用開始時
	全体供用時

	
	自然・空間系
	22,875 
	22,875 

	
	施設系
	2,944 
	4,641 

	
	文化活動系
	12,327 
	12,327 

	緑地面積
	11.0ha
	11.0ha

	広場面積
	4.0ha
	4.0ha

	防災拠点機能の有無
	有
	有

	事業費
（現在価格）
	用地費
	390百万円

	
	施設費
	4,889百万円

	
	合計
	5,279百万円

	維持管理費
	110百万円/年




[image: ][image: ]表Ⅷ-23　競合公園（対象公園の周辺にある公園）


[image: ]表Ⅷ-24　ゾーンから公園までの旅行費用

[image: ]表Ⅷ-25ゾーンから公園までの経路長








[image: ]表Ⅷ-26　部分供用開始における便益の導出



[image: ]表Ⅷ-27　全体供用開始における便益の導出










[image: ]表Ⅷ-28　効用値と年間便益額（全体）


[image: ]表Ⅷ-29　効用値と年間便益額（環境）








[image: ]表Ⅷ-30　効用値と年間便益額（防災）

[image: ]表Ⅷ-31　間接利用価値の年間便益額
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[image: ]表Ⅷ-32　便益・費用と費用便益比

上記より、費用便益の値は「1」を超える。
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第９章　事業手法の検討
９－１	事業手法について	

（１）事業手法
本事業の手法としては、以下のような事業手法が考えられる。

表Ⅸ-１　事業手法
	事業手法
	概要

	
	

	①設計・施工分離発注方式
	· 公共工事において基本的な手法
· 設計、建設を事業ごとに発注する手法。維持管理、運営は指定管理者制度などで行う

	②PFI方式
（Private Finance Initiative）
	· 設計、建設、維持管理、運営などを一括して発注する手法

	③Park－PFI
	· 都市公園法に基づく手法で、都市公園内に民間施設を誘致し、当該施設から生じる利益を活用して他の公共施設を整備する手法

	④設計・施工一括発注方式
（DBO方式）
	· 設計、建設、維持管理、運営などを長期契約などにより一括発注・性能発注する手法



（２）事業手法の整理
近年の厳しい財政状況、人口減少の中で、効率的・効果的に公共施設等を整備・運営していくことが重要視されている。国では第３期スポーツ基本計画（令和４年３月）において、地方公共団体が中心となって取り組むスタジアム・アリーナ整備に関し、指定管理者制度の柔軟な運用やPPP等により民間の資金・ノウハウを活用しスポーツの成長産業化及び地域活性化を推進している。官民連携により「民間の創意工夫を活かした稼ぐ力のある魅力あふれるスポーツ施設の実現」や「施設整備費を圧縮し、後年度の管理運営を含め、公費負担の軽減」が期待されるとしている。
このことから、公共施設の建設、維持管理、運営等を行政と民間が連携して行うことが求められており、また、地域開発プロジェクトを推進することを目的として、本町は沖縄振興開発金融公庫と「南風原町地域開発プロジェクト助言業務に関する協定」を締結している。本事業でも、PPP/PFI手法の導入を検討するものとする。


９－２	PFI方式とは

（１）PFI方式の特徴
PFI方式の特徴について、従来基本となる手法の従来方式（以下、従来方式とする）と比較しながら以下に整理する。

表Ⅸ-３　従来方式とPFI方式の比較
	
	従来方式
	PFI方式

	コスト
	· 仕様発注、分割発注のため、コスト縮減は図りにくい
	· 割賦払いにより単年度の財政負担が軽減され、平準化が図れる
· 公共の負担総額は従来方式に比べ少なくなると共に、民間ノウハウを活用することでサービス向上が期待される

	リスク移転
	· 公共のリスク
	· 性能不足や維持管理運営費等、各種リスクが民間に移転

	工期
	· 業務ごとに発注作業が発生するため工期短縮は期待しづらい
	· 事業締結後、工期短縮が図られる



	【参考】VFMについて
VFM（Value for Money）は、PFI事業における最も重要な概念の一つで、支払いに対して最も価値の高いサービスを供給するという考え方のことである。従来方式と比べてPFI方式が総事業費をどれだけ削減できるかを示す割合となる。
支払利息
運営費
（維持管理費を含む）
建設費
（設計費を含む）
建設費
（設計費を含む）
運営費
（維持管理費を含む）
支払利息
導入経費等
（アドバイザリー費用他）
PSC（リスク調整を含む）
PFIのLCC
VFM









※ＰＳＣ：行政が事業を直接実施した場合における行政のコスト負担をいう。
※ＬＣＣ：事業の設計から建設、維持管理、運営という各段階を経てPFI事業が終了するまでの全事業期間を通じてのコスト（金利や物価の変動による影響を含む。）の総計をいう。




図Ⅸ-２　VFMの概念図









（２）PFI手法のスキーム
従来方式とは、起債や一般財源等により行政が自ら資金を調達し、設計・建設、維持管理・運営の各業務を仕様で定め、分離発注により実施する手法である。
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図Ⅸ-３　従来方式の事業スキーム図

PFI方式は、PFI法に基づき、民間の資金と経営能力・技術（ノウハウ）を活用し、公共施設等の設計・建設から維持管理・運営までを一括で行う手法である。
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SPC：PFI事業のためだけに、コンソーシアム等の複数企業が事業体を組んで設立するのが特別目的会社（SPC = Special Purpose Company）のこと。
図Ⅸ-４　PFI方式の事業スキーム図






[bookmark: _Hlk126052372]９－３	屋内運動施設におけるPPP/PFI事例	

（１）屋内運動施設におけるPPP/PFI事例
屋内運動施設におけるPPP/PFI手法導入の事例を下表にて整理する。
屋内運動施設の事業方式では、補助金活用や所有権が公共側となる「BTO方式」が多くなっている。また、事業費に加え、事業収益や施設利用料金等を見込んだ「混合型」も多い。
屋内運動施設では、民間事業者の創意工夫等により施設利用の促進につながることが期待できるが、「独立採算型」が可能なほど収益が得られる可能性は低いことから、「混合型」が多くなっていると考えられる。
事業期間は、大規模修繕が発生しない期間に設定することが通例であり、「15年間」が最も多くなっている。

表Ⅸ-４　屋内運動施設におけるPPP/PFI事業
	事業主体
	事業名称
	実施方針
公表
	施設の
供用開始
	管理運営期間
	事業方式

	神奈川県
川崎市
	スポーツ・文化複合施設整備等事業
	H24.9
	H29.10
	10年
	BTO・混合型

	茨城県
神栖市
	神栖中央公園防災アリーナ(仮称)整備運営事業
	H26.2
	R1.4
	15年
	BTO・サービス購入型

	兵庫県
川西市
	川西市市民体育館等整備に伴うPFI事業
	H26.2
	H28.8
	20年
	BTO・混合型

	福岡県
福岡市
	福岡市総合体育館（仮称）整備運営事業
	H26.9
	H30.12
	15年
	BTO・混合型

	北海道
帯広市
	（仮称）帯広市新総合体育館整備運営事業
	H27.9
	R2.3
	20年
	BTO・混合型

	栃木県
	総合スポーツゾーン東エリア整備運営事業（仮称）
	H27.9
	R3.4
	15年
	BTO・混合型

	静岡県
袋井市
	（仮称）袋井市総合体育館整備・運営事業
	H28.1
	R2.4
	15年
	BTO・混合型

	神奈川県横浜市
	横浜文化体育館再整備事業
	H28.2
	R２.10
	15年
	BTO・混合型

	神奈川県
	神奈川県立体育センター等再整備事業
	H28.4
	R2.4
	15年
	サービス購入型

	大阪府
堺市
	大浜体育館建替整備運営事業
	H29.1
	R3.4
	15年
	BTO・混合型

	東京都
	有明アリーナ管理運営事業
	H29.12
	R3.8
	25年
	コンセッション

	滋賀県
	滋賀県立体育館整備事業
	H30.2
	R4.12
	15年
	BTO・混合型

	栃木県
小山市
	（仮称）小山市立体育館整備及び運営事業
	H30.4
	R3.7
	15年
	BTO・混合型

	鹿児島県
大崎町
	大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）
	H30.4
	R2.4
	15年
	BTO

	鳥取県
鳥取市
	鳥取市民体育館再整備事業
	H31.2
	R5.6予定
	15年
	BTO・混合型

	兵庫県
西宮市
	西宮中央運動公園及び中央体育館・陸上競技場等再整備事業
	H31.3
	R9.12予定
	20年
	BTO・混合型

	静岡県
富士市
	富士市総合体育館等整備・運営事業
	R1.12
	R6.4予定
	15年
	BTO・混合型

	石川県
かほく市
	（仮称）かほく市総合体育館等整備・運営事業
	R2.3
	R6.4
	15年
	BTO・混合型





（２）具体事例
PFI手法の先行事例として、静岡県袋井市の総合体育館整備の事例を以下に整理する。

	事業名称
	袋井市総合体育館整備及び運営事業(静岡県)

	事業概要
	老朽化が進む市民体育館の建替え事業として実施した。新しい総合体育館は、スポーツに関する市民の多様なニーズに応えるとともに、大規模災害発生時には、市の防災拠点施設や指定避難所としても使用される。落札業者の自由提案施設にて、遊具やキッズルーム、カフェ（定期借地方式）の併設により、親子連れや普段体育館を利用しない方も幅広い年代の方が利用できる施設となった。

	
	【延床面積】 7,593㎡(鉄筋コンクリート造、地上2階建て)
【施設概要】 アリーナエリア(メイン・サブアリーナ、武道場)、トレーニング エリア(トレーニング室)、コミュニティエリア(キッズルーム、会 議室)、屋外ウォーキングスペース、カフェ等
【観覧席】固定席 約2,476席、可動席 約546席（壁収納式・手動）

	事業方式
	BTO方式・混合型＋付帯事業（カフェ）

	事業期間
	・設計・建設　約3年、維持管理運営15年間（運営期間：2020.4～2035.3）

	事業規模
	契約金額：約62億円　VFM：3.59％（事業者選定時）

	民間事業者
	SPC：袋井アリーナPFI㈱ 代表企業：大和リース㈱

	スケジュール
	実施方針公表（2016.1）→入札公告（2016.6）→事業者決定（2016.12）→契約締結（2017.2）

	補助金
	社会資本整備総合交付金（設計・整備）：こども広場
緊急地震・津波対策交付金（整備）：防災備蓄倉庫（133㎡）、耐震性貯水槽
学校施設環境改善交付金（整備）：地域スポーツセンター新築事業　
本体整備費4,000㎡（限度面積）分

	PFI事業支払方法
	事業期間15年かけて分割支払い。支払いは第４四半期ごとの支払い
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資料：内閣府資料、袋井市ヒアリング

９－４	事業スケジュール（案）	
官民連携手法による整備スケジュールでは、民間事業者の募集・選定に向けて一定の準備期間が必要となる。令和５年度に官民連携手法導入の可能性調査を行い、今後の整備スケジュールを精査していくものとする。

（１）従来方式
	
	R５
	R６
	R７
	R８
	R９
	R10
	R11
	R12

	許認可等
	公園区域
の変更
農用地
除外
事業認可

	用地取得

	
	
	
	
	
	

	従来方式
	測量・土質
調査
基本
設計

	実施
設計
測量・土質
調査

	造成
工事

	屋内運動施設
建設工事　等

	
	共用
開始

	
	



（２）PFI方式
	
	R５
	R６
	R７
	R８
	R９
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	R11
	R12

	許認可等
	事業認可
農用地
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公園区域
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	用地取得

	
	
	
	
	
	

	PFI
方式
	導入可能性調査
事業者選定業務
測量・土質調査

	
	測量・土質調査／基本・実施設計
／屋内運動施設建設工事 等

	造成工事 等

	
	
	全面
共用
（運営）

	



図Ⅸ-４　事業スケジュール（案）
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第10章　今後の検討事項
10－１	実現化に向けた検討事項

（１）都市公園区域の変更
今回の体育館の整備にあたっては、公園施設として整備を予定しており、黄金森公園の区域に編入して、公園区域を拡大する必要がある。
また、この敷地には農用地区域が含まれているため、農用地区域の除外も必要となる。
このため、本計画を進めていくためには、公園区域の都市計画変更に向けた県との協議とともに、農林部局との協議を進めていく必要がある。

（２）財源に関すること
本計画の整備に係る財源については、社会資本整備総合交付金をはじめ沖縄振興特別推進交付金等の活用可能な補助事業等について精査を行い、確認することが必要である。
昨今の価格高騰を踏まえると、コストを削減しつつ品質を確保するための検討が必要である。この点については、計画の進捗に応じて精査し、事業を進めていく必要がある。

（３）導入機能や平面計画等に関すること
本計画で検討した導入機能等は、住民アンケート及び関係団体ヒアリングを踏まえて設定を行っているが、事業推進とともに詳細に検討する必要があり、想定した導入機能や平面計画等は変更になる可能性がある。

（４）建物構造に関すること
体育館は大空間となるので、アリーナ部分は無柱の大空間となる。よって、屋根構造（架構、屋根仕上げ材）は、軽量化を図るとともに町のシンボルとなるような形状の検討が望ましい。また、町民利用に配慮した床構造の検討が必要である。
その他建物構造の構造計画においても、メンテナンスのしやすさ、施設の長寿命化及びライフサイクルコストの低減等も踏まえた構造計画の検討が必要である。

（５）造成計画に関すること
造成計画においては、コスト縮減及び環境配慮の面から残土量を抑えた計画が望まれる。また、計画地は地面の高低差が約10ｍあることから、段差を利用した工夫を要することが想定されるため、今後検討をする必要がある。


（６）公園入口に関すること
本計画で拡大する公園区域には現公園入口が隣接している。新体育館を含めた公園全体の利便性を向上させるような進入動線及び公園入口の改変について検討をする必要がある。

（７）修景計画に関すること
主に植栽による修景が想定されるが、法面や擁壁が生じる箇所等もあるため、石組みによる修景等も検討を行う。 詳細は今後検討を行い、新たな公園のシンボルにふさわしい修景を工夫する。

（８）計画地周辺環境に関すること
体育館建設においては敷地内だけでなく、周辺環境にも配慮する必要がある。
体育館建設予定地の周辺は、畑や住宅地となっていることから、体育館が建つことで生じる周辺環境への影響（交通、騒音や振動、自然環境や生態系、景観など）を考慮し、周辺土地利用、周辺住民や地域社会との調和を図る工夫を検討する必要がある。

（９）インフラに関すること
体育館建設予定地（公園拡大を想定する範囲）は上水道給水区域内・下水道処理区域外である。給水計画、下水処理計画は、関係機関と調整の上、適切な計画が図れるよう検討し、事業を進めていく必要がある。
また、雨水排水計画においても、適切な計画が図れるよう検討し、事業を進めていく必要がある。

（10）環境に関すること
体育館においては、環境負荷軽減のため、自然採光を取り入れる仕様や風通しの良い空間づくりの検討が必要である。一方で、大会やイベントを想定した場合、均質的な照明、演出的な調光システムや空調設備等の設置も考えられるため、環境に配慮した設備計画の検討も必要である。
また、太陽光発電システムや雨水利用システムといった再生可能な自然エネルギーを利活用できる設備等の検討も必要である。

（11）災害対応の充実に関すること
新体育館は、空間的特性（広い室）、駐車場の確保及び利用形態（大勢の人々が利用する施設）等から災害発生時における防災施設としての活用が見込める。
また、南⾵原町地域防災計画では、公園内のちむぐくる館(総合保健福祉防災センター)が“収容避難所・広域避難所・一時避難所”に、陸上競技場が“広域避難所・一時避難所”に指定されている。これら隣接する施設との複合的な活用も検討できる。
南⾵原町地域防災計画等における防災拠点の位置付けを踏まえ、必要な事項を満たす具体的な機能整備は、今後検討をする必要がある。


（12）地域の活性化に関すること
体育館は、スポーツ振興や健康増進だけではなく、本町の交流拠点となることが期待される。
イベントにおける町内事業者の参画など、体育館が地域と連携し産業振興に寄与する交流拠点として機能するための方策について検討が必要である。

（13）官民連携手法に関すること
本計画においては、導入機能や管理運営手法の検討を踏まえながら、効果的で効率的な事業手法の検討を図っていく必要がある。
民間事業者の事業参画可能性調査の結果等により、想定している敷地規模や導入機能は変更になる可能性がある。
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：屋内運動施設
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機能 滞留時間（サイクル）

1 園路広場 広場（多目的広場・芝生広場） 2時間/サイクル

2 修景施設

庭園・花壇・水面積

（湖沼・池・滝・流れ）

2時間/サイクル

3 休養施設 キャンプ場・オートキャンプ場 1日/サイクル

ボート 30分/サイクル

フィールドアスレチック 50分/サイクル

遊具ゾーン（ジャングルジム等） 1時間/サイクル

アミューズメントゾーン

（動力付き遊具）

2時間/サイクル

90.9人/50m　コース数/日

45.5人/25m　コース数/日

ア

ミ

ュ

ー

ズ

メ

ン

ト

用

1人/9.3㎡ 1.3サイクル/日

サイクリング

（サイクリング距離/24ｋｍ）

×時間/サイクル

テニスコート 1時間/サイクル

トレーニングセンター・ジム 2時間/サイクル

パターゴルフ場 2.8分×ホール数/サイクル

体育館 2時間/サイクル

陸上競技場 1日/サイクル

2サイクル/日

2サイクル/日

野球場（野球・ソフトボール等） 2時間/サイクル

ゲートボール場 0.5時間/サイクル

動物園 9サイクル/日

水族館 3サイクル/日

植物園 1サイクル/日

緑の相談所 12サイクル/日

野外音楽堂・野外劇場 2サイクル/日

博物館 1サイクル/日

美術館 4サイクル/日

図書館 1サイクル/日

研修所・教室 3サイクル

展望施設・休憩施設 0.5時間/サイクル

ホール・集会場等 3サイクル

4 遊戯施設

教養施設

その他

の施設

6

7

魅力７分類 単位時間あたりキャパシティ

競

技

用

プール・アイススケート

運動施設

１台/（自転車長+自転車の制動距離）

　　　　＝1台/（1.73+21.8）

　　　　＝1台/23.5m

4人/面

1人/4.5㎡

ホール数×4

※アリーナ面積

11人/（14×24）㎡

3,000人/23,000㎡

5

単位時間あたり

キャパシティに含む

1人/3.2㎡

1人/16.3㎡

3人/台

1人/330㎡

1人/3.2㎡

1人/13㎡

1人/3.2㎡

1人/0.675㎡

サッカー・ラグビー専用グラウンド

1人/3.2㎡

1人/3.2㎡

1人/3.2㎡

1人/相談員

-

1人/3.2㎡

22人/面（サッカー）

30人/面（ラグビー）

18人/面

10人/コート

1人/3.2㎡

1人/3.2㎡

1人/0.675㎡

1人/3.2㎡
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image26.emf
14歳以下15～19歳20～29歳30～49歳50歳以上14歳以下15～19歳20～29歳30～49歳50歳以上14歳以下15～19歳20～29歳30～49歳50歳以上

南風原町 19,584 1,642 5,952 19,584 17,526 19,702 1,861 5,856 19,702 13,237 19,702 1,861 5,856 19,702 13,237

八重瀬町 12,712 1,445 3,521 12,712 14,874 13,337 1,767 3,196 13,337 18,410 13,337 1,767 3,196 13,337 18,410

豊見城市 37,135 3,578 6,804 37,135 27,743 37,186 4,172 7,127 37,186 38,539 37,186 4,172 7,127 37,186 38,539

那覇市 232,340 22,686 35,773 232,340 173,475 203,030 21,518 34,829 203,030 205,669 203,030 21,518 34,829 203,030 205,669

西原町 15,925 2,100 4,696 15,925 18,447 12,741 1,698 3,910 12,741 20,980 12,741 1,698 3,910 12,741 20,980

与那原町 10,135 939 2,509 10,135 9,119 9,823 1,068 2,363 9,823 11,288 9,823 1,068 2,363 9,823 11,288

南城市 17,488 2,003 4,330 17,488 23,983 17,459 2,379 3,646 17,459 28,794 17,459 2,379 3,646 17,459 28,794

糸満市 28,945 3,067 6,019 28,945 30,296 26,687 3,082 4,947 26,687 35,513 26,687 3,082 4,947 26,687 35,513

浦添市 84,189 8,557 12,229 84,189 56,165 75,920 8,407 12,800 75,920 73,642 75,920 8,407 12,800 75,920 73,642

宜野湾市 64,753 6,543 11,281 64,753 45,258 63,638 7,039 11,821 63,638 59,789 63,638 7,039 11,821 63,638 59,789

中城村 9,642 1,005 2,442 9,642 9,547 10,727 1,338 2,576 10,727 13,239 10,727 1,338 2,576 10,727 13,239

部分 全体 最終

市町村名


image27.emf
自然・空間系 施設系 文化活動系

東風平運動公園

八重瀬町字東風平、志多伯

22.6ha 5,500 4,490 有

防災拠点機能

の有無

施設魅力値

面積 住所 公園名
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緑地 広場 計

東風平運動公園

八重瀬町字東風平、志多伯

22.6ha 6.3 0.4 6.7 有

0.0608

全体の

効用値

面積（ha）

公園名 住所 面積

防災拠点機能

の有無
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14歳

以下

15～

19歳

20～

29歳

30～

49歳

50歳

以上

14歳

以下

15～

19歳

20～

29歳

30～

49歳

50歳

以上

14歳

以下

15～

19歳

20～

29歳

30～

49歳

50歳

以上

1 2 3 4 5

南風原町 7,380 2,157 4,051 10,430 13,484 8,043 2,481 3,998 10,204 10,204 8,043 2,481 3,998 10,204 10,204 48円 1.7

八重瀬町 5,310 1,691 3,117 7,279 11,519 5,967 2,049 2,825 7,095 14,243 5,967 2,049 2,825 7,095 14,243 89円 4.1

豊見城市 12,178 3,451 6,332 17,513 20,969 12,581 3,922 6,598 16,234 29,031 12,581 3,922 6,598 16,234 29,031 154円 6.2

那覇市 49,532 16,932 32,148 87,253 126,178 44,427 15,991 31,266 74,499 149,490 44,427 15,991 31,266 74,499 149,490 190円 7.1

西原町 5,528 2,182 4,338 8,375 14,085 4,453 1,778 3,617 6,780 16,035 4,453 1,778 3,617 6,780 16,035 129円 5.5

与那原町 3,418 998 1,999 5,046 6,949 3,522 1,119 1,877 4,537 8,585 3,522 1,119 1,877 4,537 8,585 66円 3

南城市 7,054 2,251 4,173 9,904 18,465 7,639 2,661 3,510 9,186 22,157 7,639 2,661 3,510 9,186 22,157 161円 6.4

糸満市 10,854 3,251 6,184 15,027 22,972 10,520 3,263 5,081 13,304 26,924 10,520 3,263 5,081 13,304 26,924 427円 11.4

浦添市 20,820 6,837 11,888 32,297 40,992 19,347 6,596 12,391 27,525 53,600 19,347 6,596 12,391 27,525 53,600 455円 11.8

宜野湾市 16,758 5,542 11,185 26,931 33,271 16,705 5,808 11,652 24,901 43,788 16,705 5,808 11,652 24,901 43,788 521円 12.7

中城村 3,369 1,066 2,498 5,275 7,246 3,997 1,394 2,627 5,400 10,026 3,997 1,394 2,627 5,400 10,026 394円 10.9

ゾーン中心から競合公園ま

での経路長

（単位：km）

ゾーン名

ゾーン別人口

（部分供用開始時）

2001年度　（単位：人）

ゾーン別人口

（全体供用開始時）

2028年度　（単位：人）

ゾーン別人口

（部分供用開始年度の50年後）

2051年度　（単位：人）

ゾーン中

心から検

討対象公

園までの

旅行費用


image30.emf
1 2 3 4 5

南風原町 9,219世帯 14,679世帯 14,679世帯 14,679世帯 1.7km 48

八重瀬町 24,626世帯 10,680世帯 10,680世帯 10,680世帯 4.1km 89

豊見城市 15,133世帯 24,580世帯 24,580世帯 24,580世帯 6.2km 154

那覇市 111,788世帯 144,355世帯 144,355世帯 144,355世帯 7.1km 190

西原町 10,409世帯 13,610世帯 13,610世帯 13,610世帯 5.5km 129

与那原町 4,844世帯 7,949世帯 7,949世帯 7,949世帯 3.0km 66

南城市 10,855世帯 15,895世帯 15,895世帯 15,895世帯 6.4km 161

糸満市 16,316世帯 23,272世帯 23,272世帯 23,272世帯 11.4km 427

浦添市 35,884世帯 47,331世帯 47,331世帯 47,331世帯 11.8km 455

宜野湾市 31,942世帯 44,163世帯 44,163世帯 44,163世帯 12.7km 521

中城村 4,622世帯 8,851世帯 8,851世帯 8,851世帯 10.9km 394

ゾーン中心から競合公園まで

の旅行費用

（単位：円）

ゾーン名

ゾーン中心から検討

対象公園までの経

路長

ゾーン別世帯数

（部分供用開始時）

2001年度

ゾーン別世帯数

（全体供用開始時）

2028年度

ゾーン別世帯数

（部分供用開始年度

の49年後）

2050年度

ゾーン別世帯数

（部分供用開始年度

の50年後）

2051年度


image31.emf
14歳以下 15～19歳 20～29歳 30～49歳 50歳以上 14歳以下 15～19歳 20～29歳 30～49歳 50歳以上

南風原町 934,869 78,371 284,110 934,869 836,601 127 36 70 90 62

八重瀬町 1,135,244 129,079 314,449 1,135,244 1,328,393 214 76 101 156 115

豊見城市 5,715,313 550,751 1,047,159 5,715,313 4,269,795 469 160 165 326 204

那覇市 44,064,842 4,302,514 6,784,640 44,064,842 32,900,678 890 254 211 505 261

西原町 2,061,395 271,901 607,919 2,061,395 2,387,863 373 125 140 246 170

与那原町 668,765 61,961 165,576 668,765 601,690 196 62 83 133 87

南城市 2,823,148 323,360 699,069 2,823,148 3,871,652 400 144 168 285 210

糸満市 12,366,626 1,310,405 2,571,612 12,366,626 12,943,426 1,139 403 416 823 563

浦添市 38,302,248 3,893,081 5,563,492 38,302,248 25,552,408 1,840 569 468 1,186 623

宜野湾市 33,723,834 3,407,576 5,875,489 33,723,834 23,570,868 2,012 615 525 1,252 708

中城村 3,798,235 395,836 961,844 3,798,235 3,761,080 1,127 371 385 720 519

10km圏内 合　計 442,813,691 合　計 23,578

ゾーン名

部分供用開始時の便益額 部分供用開始時の1人当たり便益額


image32.emf
14歳以下 15～19歳 20～29歳 30～49歳 50歳以上 14歳以下 15～19歳 20～29歳 30～49歳 50歳以上

南風原町 940,501 88,814 279,534 940,501 631,851 117 36 70 92 62

八重瀬町 1,191,079 157,778 285,448 1,191,079 1,644,200 200 77 101 168 115

豊見城市 5,723,263 642,092 1,096,905 5,723,263 5,931,412 455 164 166 353 204

那覇市 38,505,960 4,080,974 6,605,546 38,505,960 39,006,458 867 255 211 517 261

西原町 1,649,293 219,833 506,113 1,649,293 2,715,825 370 124 140 243 169

与那原町 648,136 70,487 155,944 648,136 744,798 184 63 83 143 87

南城市 2,818,530 384,122 588,518 2,818,530 4,648,362 369 144 168 307 210

糸満市 11,401,601 1,316,865 2,113,411 11,401,601 15,172,351 1,084 404 416 857 564

浦添市 34,539,870 3,824,912 5,823,494 34,539,870 33,503,616 1,785 580 470 1,255 625

宜野湾市 33,143,158 3,665,815 6,156,560 33,143,158 31,138,703 1,984 631 528 1,331 711

中城村 4,225,583 527,142 1,014,944 4,225,583 5,215,271 1,057 378 386 783 520

10km圏内 合　計 449,532,048 合　計 23,643

ゾーン名

全体供用開始時の便益額 全体供用開始時の1人当たり便益額
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公園無 公園有 （円/月/世帯） （円/年/世帯）

1 2 3 4 5 Ａ Ｂ C=B-A D=C/0.0009221 E=D*12

南風原町 0.695982621 0.67

4.26 4.28

0.0280 30.4 364.9

八重瀬町 0.686523981 0.66

4.26 4.28

0.0278 30.1 361.8

豊見城市 0.671826396 0.64

4.25 4.28

0.0274 29.7 357.0

那覇市 0.663692781 0.63

4.25 4.28

0.0272 29.5 354.3

西原町 0.677391501 0.65

4.25 4.28

0.0276 29.9 358.8

与那原町 0.691830876 0.66

4.26 4.28

0.0279 30.3 363.5

南城市 0.670114056 0.64

4.25 4.28

0.0274 29.7 356.4

糸満市 0.609638556 0.58

4.25 4.28

0.0259 28.1 337.2

浦添市 0.603332796 0.57

4.25 4.28

0.0258 27.9 335.2

宜野湾市 0.588349821 0.56

4.25 4.27

0.0254 27.6 330.6

中城村 0.617214981 0.59

4.25 4.28

0.0261 28.3 339.5

検討対象公園

の効用値

ゾーン名

便益額

満足度

増加分

満足度

競合公園の効用値
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公園無 公園有 （円/月/世帯） （円/年/世帯）

1 2 3 4 5 Ａ Ｂ C=B-A D=C/0.0009221 E=D*12

南風原町 0.372990764 0.37

4.24 4.26

0.0208 22.5 270.3

八重瀬町 0.357673196 0.36

4.24 4.26

0.0205 22.2 266.5

豊見城市 0.333871544 0.33

4.23 4.25

0.0200 21.7 260.6

那覇市 0.320699756 0.32

4.23 4.25

0.0198 21.5 257.4

西原町 0.34288382 0.34

4.24 4.26

0.0202 21.9 262.8

与那原町 0.36626732 0.37

4.24 4.26

0.0206 22.4 268.6

南城市 0.331098536 0.33

4.23 4.25

0.0200 21.7 259.9

糸満市 0.233162936 0.23

4.23 4.25

0.0182 19.8 237.1

浦添市 0.222951224 0.22

4.23 4.25

0.0180 19.6 234.8

宜野湾市 0.198687404 0.20

4.23 4.25

0.0176 19.1 229.5

中城村 0.245432396 0.25

4.23 4.25

0.0184 20.0 239.9

ゾーン名

検討対象公園

の効用値

満足度

満足度

増加分

便益額

競合公園の効用値
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公園無 公園有 （円/月/世帯） （円/年/世帯）

1 2 3 4 5 Ａ Ｂ C=B-A D=C/0.0009221 E=D*12

南風原町 0.574005428 0.57

4.25 4.27

0.0250 27.1 325.6

八重瀬町 0.563783972 0.56

4.25 4.27

0.0248 26.9 322.6

豊見城市 0.547901063 0.55

4.25 4.27

0.0244 26.5 317.9

那覇市 0.539111492 0.54

4.25 4.27

0.0242 26.3 315.3

西原町 0.55391498 0.55

4.25 4.27

0.0246 26.6 319.7

与那原町 0.569518855 0.57

4.25 4.27

0.0249 27.0 324.3

南城市 0.546050627 0.55

4.25 4.27

0.0244 26.4 317.4

糸満市 0.480697927 0.48

4.24 4.27

0.0230 24.9 298.8

浦添市 0.473883623 0.47

4.24 4.27

0.0228 24.7 296.9

宜野湾市 0.457692308 0.46

4.24 4.26

0.0225 24.4 292.5

中城村 0.488885372 0.49

4.24 4.27

0.0231 25.1 301.1

便益額

ゾーン名

検討対象公園

の効用値

満足度

満足度

増加分

競合公園の効用値
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合計

全体 環境 防災 内環境分 内防災分

B Ｃ Ｄ E=A*B F=E*C/(C+D) G=E*D/(C+D)

南風原町 9,219 365 270 326 3,364,163 1,525,882 1,838,281

八重瀬町 24,626 362 266 323 8,909,199 4,030,127 4,879,072

豊見城市 15,133 357 261 318 5,401,806 2,433,337 2,968,469

那覇市 111,788 354 257 315 39,607,664 17,800,525 21,807,139

西原町 10,409 359 263 320 3,734,493 1,684,938 2,049,554

与那原町 4,844 364 269 324 1,760,972 797,785 963,187

南城市 10,855 356 260 317 3,868,691 1,741,867 2,126,824

糸満市 16,316 337 237 299 5,501,438 2,434,121 3,067,317

浦添市 35,884 335 235 297 12,029,470 5,312,659 6,716,811

宜野湾市 31,942 331 230 292 10,561,421 4,643,856 5,917,566

中城村 4,622 340 240 301 1,569,332 695,889 873,443

10km圏内 1,714

(円/年)

一般的価値

(円/年/世帯)

世帯数

年度

（部分供用開始時）

Ａ

ゾーン名

便益額(部分供用開始時)

合計(百万円/年)
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合計

全体 環境 防災 内環境分 内防災分

B Ｃ Ｄ E=A*B F=E*C/(C+D) G=E*D/(C+D)

南風原町 14,679 365 270 326 5,356,606 2,429,594 2,927,013

八重瀬町 10,680 362 266 323 3,863,812 1,747,818 2,115,995

豊見城市 24,580 357 261 318 8,773,964 3,952,384 4,821,580

那覇市 144,355 354 257 315 51,146,495 22,986,321 28,160,174

西原町 13,610 359 263 320 4,882,933 2,203,095 2,679,838

与那原町 7,949 364 269 324 2,889,753 1,309,165 1,580,588

南城市 15,895 356 260 317 5,664,932 2,550,620 3,114,312

糸満市 23,272 337 237 299 7,846,866 3,471,860 4,375,006

浦添市 47,331 335 235 297 15,866,872 7,007,398 8,859,474

宜野湾市 44,163 331 230 292 14,602,218 6,420,593 8,181,625

中城村 8,851 340 240 301 3,005,226 1,332,608 1,672,618

10km圏内 2,210

ゾーン名

世帯数

年度

（全体供用開始時）

Ａ

便益額(全体供用開始時)

(円/年/世帯) (円/年)

一般的価値

合計(百万円/年)
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利用 環境 防災 合計 利用 環境 防災 合計 用地費

用地費

機会費

用

施設費 用地費

用地費

機会費

用

施設費

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ F=A*E G=B*E H=C*E I=D*E Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ O=J*N P=K*N Q=L*N R=M*N

21,616 2,112 2,607 26,335 0.04 9,793 957 1,181 11,931 390 0 4,889 5,390 0.04 456 0 5,720 2,442

2022 0 0 0 0 0 2022 0 0 0 0

2023 0 0 0 0 0 2023 0 0 0 0

2024 0 0 0 0 0 2024 390 0 4,889 0 1.170 456 0 5,720 0

2025 0 0 0 0 0 2025 0 0 0 0

2026 0 0 0 0 0 2026 0 0 0 0

2027 0 0 0 0 0 2027 0 0 0 0

2028 441.1 43.1 53.2 537 1.000 441 43 53 537 2028 110 1.000 0 0 0 110

2029 441.1 43.1 53.2 537 0.962 424 41 51 517 2029 110 0.962 0 0 0 106

2030 441.1 43.1 53.2 537 0.925 408 40 49 497 2030 110 0.925 0 0 0 102

2031 441.1 43.1 53.2 537 0.889 392 38 47 478 2031 110 0.889 0 0 0 98

2032 441.1 43.1 53.2 537 0.855 377 37 45 460 2032 110 0.855 0 0 0 94

2033 441.1 43.1 53.2 537 0.822 363 35 44 442 2033 110 0.822 0 0 0 90

2034 441.1 43.1 53.2 537 0.790 348 34 42 425 2034 110 0.790 0 0 0 87

2035 441.1 43.1 53.2 537 0.760 335 33 40 408 2035 110 0.760 0 0 0 84

2036 441.1 43.1 53.2 537 0.731 322 32 39 393 2036 110 0.731 0 0 0 80

2037 441.1 43.1 53.2 537 0.703 310 30 37 378 2037 110 0.703 0 0 0 77

2038 441.1 43.1 53.2 537 0.676 298 29 36 363 2038 110 0.676 0 0 0 74

2039 441.1 43.1 53.2 537 0.650 287 28 35 349 2039 110 0.650 0 0 0 72

2040 441.1 43.1 53.2 537 0.625 276 27 33 336 2040 110 0.625 0 0 0 69

2041 441.1 43.1 53.2 537 0.601 265 26 32 323 2041 110 0.601 0 0 0 66

2042 441.1 43.1 53.2 537 0.577 255 25 31 310 2042 110 0.577 0 0 0 63

2043 441.1 43.1 53.2 537 0.555 245 24 30 298 2043 110 0.555 0 0 0 61

2044 441.1 43.1 53.2 537 0.537 237 23 29 289 2044 110 0.537 0 0 0 59

2045 441.1 43.1 53.2 537 0.513 226 22 27 276 2045 110 0.513 0 0 0 56

2046 441.1 43.1 53.2 537 0.494 218 21 26 265 2046 110 0.494 0 0 0 54

2047 441.1 43.1 53.2 537 0.475 210 20 25 255 2047 110 0.475 0 0 0 52

2048 441.1 43.1 53.2 537 0.456 201 20 24 245 2048 110 0.456 0 0 0 50

2049 441.1 43.1 53.2 537 0.439 194 19 23 236 2049 110 0.439 0 0 0 48

2050 441.1 43.1 53.2 537 0.422 186 18 22 227 2050 110 0.422 0 0 0 46

2051 441.1 43.1 53.2 537 0.406 179 17 22 218 2051 110 0.406 0 0 0 45

2052 441.1 43.1 53.2 537 0.390 172 17 21 210 2052 110 0.390 0 0 0 43

2053 441.1 43.1 53.2 537 0.375 165 16 20 202 2053 110 0.375 0 0 0 41

2054 441.1 43.1 53.2 537 0.361 159 16 19 194 2054 110 0.361 0 0 0 40

2055 441.1 43.1 53.2 537 0.347 153 15 18 186 2055 110 0.347 0 0 0 38

2056 441.1 43.1 53.2 537 0.333 147 14 18 179 2056 110 0.333 0 0 0 37

2057 441.1 43.1 53.2 537 0.321 142 14 17 173 2057 110 0.321 0 0 0 35

2058 441.1 43.1 53.2 537 0.308 136 13 16 166 2058 110 0.308 0 0 0 34

2059 441.1 43.1 53.2 537 0.296 131 13 16 159 2059 110 0.296 0 0 0 33

2060 441.1 43.1 53.2 537 0.285 126 12 15 153 2060 110 0.285 0 0 0 31

2061 441.1 43.1 53.2 537 0.274 121 12 15 147 2061 110 0.274 0 0 0 30

2062 441.1 43.1 53.2 537 0.264 116 11 14 142 2062 110 0.264 0 0 0 29

2063 441.1 43.1 53.2 537 0.253 112 11 13 136 2063 110 0.253 0 0 0 28

2064 441.1 43.1 53.2 537 0.244 108 11 13 131 2064 110 0.244 0 0 0 27

2065 441.1 43.1 53.2 537 0.234 103 10 12 126 2065 110 0.234 0 0 0 26

2066 441.1 43.1 53.2 537 0.225 99 10 12 121 2066 110 0.225 0 0 0 25

2067 441.1 43.1 53.2 537 0.217 96 9 12 117 2067 110 0.217 0 0 0 24

2068 441.1 43.1 53.2 537 0.208 92 9 11 112 2068 110 0.208 0 0 0 23

2069 441.1 43.1 53.2 537 0.200 88 9 11 107 2069 110 0.200 0 0 0 22

2070 441.1 43.1 53.2 537 0.193 85 8 10 104 2070 110 0.193 0 0 0 21

2071 441.1 43.1 53.2 537 0.185 82 8 10 99 2071 110 0.185 0 0 0 20

2072 441.1 43.1 53.2 537 0.178 79 8 9 96 2072 110 0.178 0 0 0 20

2073 441.1 43.1 53.2 537 0.171 75 7 9 92 2073 110 0.171 0 0 0 19

2074 441.1 43.1 53.2 537 0.165 73 7 9 89 2074 110 0.165 0 0 0 18

2075 441.1 43.1 53.2 537 0.158 70 7 8 85 2075 110 0.158 0 0 0 17

2076 441.1 43.1 53.2 537 0.152 67 7 8 82 2076 110 0.152 0 0 0 17

2077 441.1 43.1 53.2 537 0.152 67 7 8 82 2077 110 0.152 0 0 0 17

費用便益比

1.38

年次 年次

総便益

11,931

総費用

8,618

維持

管理費

割引率

建設費

維持

管理費

合計 合計

便益

[百万円]

現在価格 現在価値

便益

[百万円]

現在価格 現在価値

便益額

割引率

便益額 建設費
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